
 

                                                     

○日 時 令和5年10月12日（木） １３時３０分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟2階 特別応接室 

○会見者 山下一也 理事長・学長 

○会見項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【浜田キャンパス】 

・島根県立大学生が地元企業とコラボし一日限定で新メニューを販売 

…………………〔資料１〕 

 

【3キャンパス】 

・「みんなの知らない働くオトナのリアル」県西部就職イベント開催チラシ   

…………………〔資料2〕 

 

・公立大学法人島根県立大学と島根県立隠岐高等学校との高大連携に関する協定締結式 

…………………〔資料3〕 

 

【出雲キャンパス】 

・島根県立大学と益田地域医療センター医師会病院との高大社連携事業 

…………………〔資料4〕 

 

○資料提供 

項目 

【3キャンパス】 

・「しまね大交流会2023」開催チラシ 

…………………〔資料５〕 

 【浜田キャンパス】 

・地域政策学部地域づくりコースの教員2名がグッドデザイン賞を受賞 

…………………〔資料6〕 

・総合政策学会 第40回特別講演会について 

…………………〔資料７〕 

・平岡都さん記念花壇「Garden of Hope」花苗の植替え 

…………………〔資料８〕 

【松江キャンパス】 

・石見銀山捲上げ節パンフレット作成・送付などについて 

…………………〔資料９〕 

                                 

〇行事予定  

〇その他  

 

※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整課 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 令和5年11月9日（木）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 
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島根県立大学生が地元企業とコラボし 

一日限定で新メニューを販売 
（インドカレーと浜田のイノシシ肉をコラボ。地元飲食店に活気を。） 

 

島根県立大学生が地元企業とコラボし、一日限定のメニューを販売する。 

「島根県の魅力を海外へアピールする」というスローガンのもと、選択科目「教養ラボ I, II」

のクラスにおいて大学生が主体となり島根県の特色を海外へ発信する活動を行ってきた。今回の

活動の趣旨は、コロナ禍で行動や活動が制限され３年半が経過した今、地元の外食産業や企業に

以前のような活気が戻ることを願い企業と連携した活動を実施することである。「島根県の魅力

を海外へアピールする」をスローガンに活動を行っている本クラスでは、浜田市で営業するイン

ドカレーの店（ナマステカレー）と弥栄で猪肉の販売とジビエ料理を提供するうどん店（陽気な

狩人）と協力し、新メニューの開発に臨んだ。新メニューは一日限定となっており、浜田市内で

支持される飲食店を広く知って欲しいという願いを込めている。 

 

記 

 

１．日 時：令和５年１０月１５日（日）１１：００～２１：００ 

２．新メニュー名称：「スパシシカレー」 

３．販 売 数 量：限定２０食、売り切れ次第終了 

４．販 売 場 所：ナマステカレー（浜田市田町） 

５．価 格：８５０円（ナンとカレーのセット価格） 

６．主 催：島根県立大学浜田キャンパス 選択科目「教養ラボ I, IIたなかクラス」 

 

 

令和５年１０月６日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

担当 基礎教養部 田中典枝 

TEL : 0855-24-2246（研究室 224） 

携帯:080-8237-0980 

 

  

  

  

試作の様子 

報道関係者各位 
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１～３年生のみなさん 

民間企業、県庁、市役所、町役場、警察などの若手職員が集合 

就活前に働くオトナに聞いてみよう 

#仕事選び #仕事のやりがい #仕事の心構え #学び #転職 #AI 等の仕事の変化 

#生活や人生の価値観 #プライベート #ストレスとの付き合い方 #大学生活へのアドバイス 

【前半 15:00～16:25】 【後半 16:35～18:00】

業種 企業名 本社所在地 業種 企業名 本社所在地

1-1 飲食・宿泊 浅利観光株式会社 江津市 2-1 サービス 株式会社丸三 出雲市

1-2 サービス 有限会社信愛フードサービス 出雲市 2-2 サービス 益田石油株式会社 益田市

1-3 医療・福祉 社会福祉法人川本福祉会 川本町 2-3 医療・福祉 社会福祉法人浜田福祉会 浜田市

1-4 医療・福祉 医療法人社団水澄み会 浜田市 2-4 医療・福祉 社会福祉法人島根県社会福祉事業団 松江市

1-5 卸売・小売 ブリヂストンタイヤソリューションジャパン株式会社 東京都 2-5 卸売・小売 島根トヨタグループ 松江市

1-6 卸売・小売 イワタニ島根株式会社 大田市 2-6 卸売・小売 島根ダイハツ販売株式会社 松江市

1-7 卸売・小売 株式会社スズキ自販島根 松江市 2-7 卸売・小売 山陰ヤクルト販売株式会社 松江市

1-8 卸売・小売 リコージャパン株式会社 松江市 2-8 卸売・小売 株式会社ひょうま 益田市

1-9 卸売・小売 株式会社ホンダクリオ島根 松江市 2-9 卸売・小売 株式会社コメリ 新潟県

1-10 卸売・小売 サンプラス株式会社 出雲市 2-10 卸売・小売 島根トヨペット株式会社 松江市

1-11 金融・保険 島根中央信用金庫 出雲市 2-11 教育 株式会社しちだ・教育研究所 江津市

1-12 金融・保険 日本海信用金庫 浜田市 2-12 金融・保険 島根県信用保証協会 松江市

1-13 建設業 株式会社昭和測量設計事務所 益田市 2-13 建設業 石見工業株式会社 邑南町

1-14 建設業 サンベ電気株式会社 松江市 2-14 建設業 島根電工株式会社 松江市

1-15 建設業 イマックス株式会社 出雲市 2-15 建設業 株式会社ワークス 益田市

1-16 情報通信 石見ケーブルビジョン株式会社 浜田市 2-16 情報通信 株式会社アイティープロデュース 東京都

1-17 製造業 マルハマ食品株式会社 浜田市 2-17 情報通信 株式会社アズム 東京都

1-18 製造業 Blue Sky Frontier株式会社　 広島県 2-18 製造業 若女食品株式会社 江津市

1-19 製造業 株式会社誠和商会 広島県 2-19 製造業 帝人コードレ株式会社 大田市

1-20 公務・団体 島根県 松江市 2-20 製造業 島根中井工業株式会社 益田市

1-21 公務・団体 島根県森林組合連合会 松江市 2-21 公務・団体 一般財団法人島根県水泳連盟 松江市

1-22 公務・団体 島根県警察本部 松江市 2-22 公務・団体 邑南町役場 邑南町

1-23 公務・団体 大田市役所 大田市 2-23 公務・団体 川本町役場 川本町

1-24 その他 株式会社石見エアサービス石見空港営業所 益田市 2-24 その他 石見交通株式会社 益田市

1-25 その他 セコム山陰株式会社 松江市 2-25 その他 株式会社島根県食肉公社 大田市

「みんなの知らない働くオトナのリアル」参加企業一覧



 

 

 

 

 

＜報道機関各位＞ 

 

 

公立大学法人島根県立大学と島根県立隠岐高等学校との 

高大連携に関する協定締結式について 

 

公立大学法人島根県立大学と島根県立隠岐高等学校とは、包括的な高大連携に関する協

定を締結することとしました。 

両者は、相互の教員・職員・学生・生徒が連携して、魅力ある大学・高等学校づくりを

推進することを目的とする高大連携事業を実施していきます。 

つきましては、協定締結式を下記のとおり挙行いたします。 

 

記 

１． 日時 

令和５年１０月２４日（火） １５：００ 開始 

 

２． 場所 

島根県立大学 出雲キャンパス １号館１階 大会議室 

（島根県出雲市西林木町151番地） 

 

３． 次第 

（１） 開式 

（２） 出席者紹介 

（３） 協定書署名 

（４） 島根県立隠岐高等学校校長あいさつ 

（５） 公立大学法人島根県立大学理事長あいさつ 

（６） 閉式 

 

４． 出席者 

島根県立隠岐高等学校 石倉修校長 他 

  公立大学法人島根県立大学 山下一也理事長 他 

令和５年１０月１２日 

島根県立大学 連携交流課 

担当：坂田、河部、藪田 

電話：０８５５-２５-９０６３ 

資料 3 



 

 

 

 

＜報道機関各位＞ 

 

島根県立大学と益田地域医療センター医師会病院との高大社連携事業 

「将来、人の『健康』に関わる仕事がしたいけぇ」の開催について 

 

島根県立大学と益田地域医療センター医師会病院とは、令和５年８月９日包括的連携に関する協定

を締結しました。 

この度、その具体的連携事業の一環として、医療に携わる魅力を知ってもらうことを目的に、益田

市近隣の将来『医療人』（医療従事者）をめざす高校生を対象として開催するもので、『医療人』に

なるためのプロセスや『医療人』になった後の道について、実際に現場で働く方をお招きして将来を

具体的にイメージできるよう交流を行う取り組み（本学アトリエ事業）を開催します。この催しは、

二者が協定締結後初めて共同して開催する事業です。 

 

記 

 

１． 日時 

令和５年１０月２２日（日） １３：００～１６：００ 

※希望者は１６：００以降に病院見学 

２． 場所 

益田地域医療センター医師会病院会議室 

（住所）島根県益田市遠田町1917-2 

３． プログラム 

  13:00 オープニング 

 ＜第 1部＞基調講演～地域医療のこれから～ 

  ・益田地域医療センター医師会病院 齊藤病院長 

  ・島根県立大学 山下学長 

  ・齊藤病院長と山下学長の対談 

 ＜第 2部＞専門職によるパネルディスカッション 

  パネラー：訪問看護師、管理栄養士、理学療法士、助産師、保健師 

 ＜第 3部＞意見交換会（グループ討議と発表） 

 16:00 クロージング、病院見学（希望者のみ） 

４． 参加者・関係先 

益田高校、益田翔陽高校、津和野高校、吉賀高校の生徒、保護者 

益田地域医療センター医師会病院、益田赤十字病院、益田保健所、島根県立大学出雲キャンパス

教員及び学生、石見高等看護学院学生 

令和５年１０月１２日 

島根県立大学 連携交流課 

担当：坂田 

電話：０８５５-２５-９０６３ 

資料 4-1 



＜島根県立大学高大社連携事業＞

将来、人の『健康』に関わる
仕事がしたいけぇ

益田市近隣の高校生で将来『医療人』（医療従事者）をめざす方を対象
に、『医療人』になるためのプロセスや『医療人』になった後の道につい
て、実際に現場で働く方をお招きして将来を具体的にイメージできる
よう交流を行います。医療に携わる魅力をもっともっと知って、地域で
活躍できる『医療人』をめざしましょう！

○プログラム
13:00 オープニング
＜第1部＞基調講演～地域医療のこれから～
・益田地域医療センター医師会病院 齊藤病院長
・島根県立大学 山下学長
・齊藤病院長と山下学長の対談
＜第2部＞専門職によるパネルディスカッション
パネラー（予定）：
訪問看護師、管理栄養士、セラピスト、助産師、保健師
＜第3部＞意見交換会（グループ討議と発表）
16:00 クロージング
16:00～ 病院見学（希望者のみ）

日 時：10月22日（日）13:00～16:00 ※12:３０受付開始
16:00～病院見学（希望者のみ）

場 所：益田地域医療センター医師会病院
（島根県益田市遠田町1917-2）

対 象：益田市の近隣高校1・2年生（3年生も可）
本学学生及び地域住民の皆様（第1部、第2部のみ）

申込み・お問い合せ
島根県立大学連携交流課 担当／坂田
Tel 0855-25-9063

E-mail h-renkei@u-shimane.ac.jp

参加申込締切
9月19日（火）17時

資料4-2
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しまね大交流会2023

しまね大交流会2023
特設ページ

情報はコチラから
発信します!

主催／

共催／島根大学・島根県立大学・島根県立大学短期大学部・松江工業高等専門学校・島根県商工会議所連合会・島根県商工会連合会・島
根県中小企業団体中央会・島根県経営者協会・島根経済同友会・島根県中小企業家同友会・島根県・島根県教育委員会・ふるさと島
根定住財団

協賛／中海圏域就業支援連携事業推進協議会（松江市・米子市・安来市・境港市）
後援／島根県市長会・島根県町村会・島根労働局・しまね産業振興財団・山陰合同銀行・山陰中央新報社・島根日日新聞社・TSKさんいん

中央テレビ・NHK松江放送局・山陰ケーブルビジョン・島根職業能力開発短期大学校・中国財務局松江財務事務所 ほか／順不同

●11 :30- 学生受付開始　●12: 15-12:45 ジョブカフェセミナー

●13:00-16: 15 大交流会

　13:00-13:15 オープニング　 13:15-16:00 プロフェッショナルセミナー

　16:00-16:15 クロージング

輝
け
ジ
ブ
ン
!!

輝
け
ジ
ブ
ン
!!
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大学生、高専生、短大生の皆さんへ山陰・島根の企業、そしてそこでいきいき働く方と出会えるチャ

ンスです。山陰・島根で働く魅力や面白さ、自分の夢やキャリ

アを実現するヒントが見つかります。高校生の皆さんへ県内大学と山陰・島根の企業を、一度に知ることができるチャ

ンスです。｢進学」と「就職」、「県内」と「県外」など、お悩み

中の方もぜひご参加ください。

お問い合わせ先
しまね大交流会実行委員会事務局（島根大学地域未来協創本部内）
TEL.0852-32-9814
　  lscrc@riko.shimane-u.ac.jp

下記の検索サイトか、QRコードから事前にお申し込みください。松江道路

島根大学
文

至鹿島町

至島根町
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●
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●プラバホール
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◦松江合同庁舎
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楽山公園

松江工業高校
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西尾IC

9
9

9

432
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261

260

37

21

21

くにびきメッセ★
P

P

■島大・県大（松江キャンパス、浜田キャンパス）・県短・松江高専から会場までの連絡バスを運
行します。
■高校等で、学校単位で参加される場合は一括申込を承ります。問合せ先までご連絡ください。
■障がい等により配慮の必要な方は、問合せ先までご連絡ください。

参加無料／服装自由
大学生・大学院生・高専生、短期大学生・
専修学校生、高校生・教職員・保護者対象者

しまね大交流会2023

11:30
学生受付開始
12:15-12:45
｢ジョブカフェセミナー」
自分の興味分野を整理するワークを行いま
す。そこで得た情報をもとに企業ブースを回る
と、自分の興味がどんな形でつながっていく
のかが見えてきます。「しまね大交流会」は、山陰・島根で活躍する企業・自治

体・高等教育機関等がブース出展し、参加者と交流する県
内最大級の交流イベントです。今回も昨年に続き、対面式
でのリアル開催です。同じ時間・空間を共有し新たな発見
や思いがけない出会いを体験して下さい。自分の夢やキャ
リアを山陰・島根で実現できるヒントがそこにあります。

13:00-13:15
｢オープニング」

13:15-16:00
｢プロフェッショナルセミナー」

16:00-16:15
｢クロージング」

ACCESS
会場／くにびきメッセ　〒690-0826 島根県松江市学園南1-2-1 

CONTACT

山陰自動車道松江中央ランプから車で5分
JR松江駅から徒歩7分
JR松江駅からバスで3分「松江駅･メッセ方面」行き
｢くにびきメッセ前」下車 
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＜報道機関各位＞ 

 

地域政策学部地域づくりコースの教員２名が「2023年度グッドデザイン賞」 

を受賞しました 

 

平井俊旭講師、村岡詩織講師が公益財団法人日本デザイン振興会主催の2023年度グッドデザイン賞

において、それぞれ「石見銀山まちを楽しくするライブラリー」、「福津市こどもの国：子育てサー

ビスマップ、子育て支援ガイドブック、アプリ、市ウェブサイト」の２つのプロジェクトで受賞しま

した。 

記 

【受賞内容】 

１． 石見銀山まちを楽しくするライブラリー 

〈本学の受賞者〉 

地域政策学部地域づくりコース 平井俊旭講師（プロデューサー・ディレクター・デザイナー） 

 

〈概要〉 

大田市大森町にオープンした島根県立大学・島根県立大学短期大学部サテライトキャンパス。 

 

 

令和５年１０月１２日 

島根県立大学地域づくりコース 

担当：平井講師・村岡講師 

電話：0855-24-2201（企画調整課） 
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地元企業の中村ブレイス株式会社が古民家再生活動のひとつとして旧商家の屋敷を改装し、本学

と共に運営している。学生が実践の学びの場として使用するとともにライブラリー、カフェ、コ

ワーキングスペースとして一般の方も利用できる。 

 

  〈受賞ページ〉 

   https://www.g-mark.org/gallery/winners/16070?years=2023 

 

２． 福津市こどもの国：子育てサービスマップ、子育て支援ガイドブック、アプリ、市ウェブサイト 

〈本学の受賞者〉 

 地域政策学部地域づくりコース 村岡詩織講師（ディレクター） 

 

〈概要〉 

福岡県福津市は、市民や大学との共創により「福津市こどもの国」として市民にわかりやすい

子育て行政サービスを目指している。本プロジェクトでは、多忙で不安の多い保護者の視点か

ら既存のサービスの届け方を見直し、再構築した。具体的には、複雑な子育てサービスの全体

像がわかる「子育てサービスマップ」、詳細がわかる「子育て支援ガイドブック」、市の「ウ

ェブサイト」と「子育て支援アプリ」の相互利用性の向上と、保護者の心理面に寄り添うグラ

フィックデザインを行なったものである。 

 

※本件は、九州大学大学院と福津市の共同研究に本学の村岡講師も共同研究者として関わった

ものです。 

 

〈受賞ページ〉 

https://www.g-mark.org/gallery/winners/20011?companies=8bfeddf8-16f6-4ec2-86a1-

a2f4c6ea5594&years=2023 
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島根県立大学総合政策学会特別講演会の開催について 

 

 

 島根県立大学総合政策学会では、各界の第一線で活躍されている文化人、経済人等を

講師に迎え、教員・学生はもとより地域住民の皆様を対象に講演会を開催しています。 

 今回は、東京大学社会科学研究所 教授 宇野重規 氏をお迎えして下記のとおり開催いた

します。 

 

 

記 

 

■日 時 令和５年 10月 24日（火） 14時 50分～16時 20分まで 

■会 場 島根県立大学浜田キャンパス 講堂 

■演 題 「島根で民主主義を考える」 

■講 師 宇野 重規 氏（東京大学社会科学研究所 教授） 

 

 

 

以上 

 

※入場は無料・事前申込不要です。どなたでもご参加いただけます。 

  

令和５年 10月 12日 

島根県立大学・浜田キャンパス 

担当：企画調整課（山下） 

電話：0855-24-2201 

島根県立大学総合政策学会は、総合政策学に関わる研究、発表及びその他本学設立の 

趣旨にかなう幅広い分野に関する研究活動並びに内外の学者、研究者等を招待した研修 

とその報告活動を目的としており、本学の教員、学生を主な会員としています。 

 年２回特別講演会の開催を行うほか、「総合政策論叢」の発刊、学生表彰などの活動を 

行っております。 

 



「島根で民主主義を考える」

※入場無料・事前申込不要です。

多くの皆様のご来学をお待ちしております。

宇野 重規 氏

お問い合わせ先 ︓島根県立大学 事務局 企画調整課

講師プロフィール

講師

演題

日時
・
会場

島根県立大学総合政策学会
第40回 特別講演会

東京大学社会科学研究所教授。専門は政治思想史、政治哲学。

学歴 1991年 東京大学法学部卒業、1996年 東京大学大学院法学政治学研究科博士課程修了、博士（法学）

著書に『政治哲学へ−現代フランスとの対話』東京大学出版会 2004年（渋沢・クローデル賞LVJ特別賞、増

補新装版、2019年）、『トクヴィル 平等と不平等の理論家』講談社選書メチエ 2007年（サントリー学芸

賞、講談社学術文庫版、2019年）、『民主主義のつくり方』筑摩選書 2013年、『民主主義とは何か』講談

社現代新書 2020年（石橋湛山賞）、『日本の保守とリベラル−思考の座標軸を立て直す』中公選書 2023年、

『近代日本の「知」を考える。−西と東との往来』ミネルヴァ書房 2023年、など多数。

2023年10月24日（火） 14時50分～16時20分

島根県立大学浜田キャンパス 講堂

〒697-0016 浜田市野原町2433-2 TEL:0855-24-2201

東京大学社会科学研究所 教授
う の しげ き
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平岡都さん記念花壇「Garden of Hope」花苗の植替え 

 

2023年 10月 12日  

事務局  総務課 

■行事予定 

・行事名 平岡都さん記念花壇「Garden of Hope」花苗の植替え 

・開催日 10月 26 日（木）  

・開催時間 12：45～13：15 

・会場 コミュニティプラザ内の花壇「Garden of Hope」 

 

以下、関連行事 

・行事名 はまだ灯 2023 

（主催：島根県立大学防犯サークル SCOT 

共催：浜田市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進協議会） 

・開催日 10月 26日（木）17：30～ 

・会場 学生会館 

※計画段階のため、内容に関しては情報提供を受けていません。  

                    

・行事名 浜田市安全安心まちづくり推進大会 

（主催：浜田市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進協議会） 

・開催日 10月 27日（金）16：00～ 

・会場 学生会館 
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発
行
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和
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十
一
年
三
月
）

 「
島
根
県
の
民
謡 

民
謡
緊
急
調
査
報
告
書
」
百
二
十
二
ペ
ー
ジ

・
公
益
社
団
法
人 

日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
編
集 「
ふ
る
里
の
民
踊
Ⅳ
」

i w a m i  g i n z a n  m a k i a g e b u s h i

参
考
文
献
　

せ　ん　　　の　　　　　 ー　ー　や　ま　か　　　　ら ー よ　 ー　　　 　ー  ー  ー

た　に 　そ　 　こ　　  　　み     　ー  ー  れ 　　ば　ー　　 　よ

ま  い た  ま  　ー  た    ー     　ま　　（ア）い   た ー ー ー ー　 の アラヨイショ　ア

こ    え       が      ー   す    る      　よ       　　 ア　スッチョイ スッチョイ

監修・発行者 梶谷 朱美（島根県立大学短期大学部）   島根県フォークダンス連盟（会長：出構 弘美）

動画撮影・編集者 奥野 愛子　多久和 淑子

石見銀山捲上げ節
動画収録出演者
（順不同・敬称略）

恒松 幸子・川北 順子・川上 恵子・今出 眞賀子・此下 千鶴子・中川 英子
向野 美保子・金森 幸子・牧野 千津子・中村 朋子・森山 和子・吉田 美穂子
吉田 彩乃・有馬 美代子・寺脇 茂子 （15名）
(収録会場：大田市大森町 町並み交流センター　収録日：令和５年７月31日（月）)

ご協力いただいた関係機関
大田市教育委員会 ／ 石見銀山資料館 ／ 大田市大森町 町並み交流センター
島根県市町村総合事務組合 ／ 公益社団法人 島根県観光連盟（写真提供）
島根県立大学・島根県立大学短期大学部サテライトキャンパス　石見銀山まちを楽しくするライブラリー 

ナレーション・踊りの解説 梶谷 朱美（島根県立大学短期大学部） 　多久和 淑子

音楽・唄 唄：河村 桜歳（福久）大田市大森町　制作：音楽工房おーく
「石見銀山大盛の歌 三夜節」「銀掘り歌」「捲き上げ節」
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石見銀山捲上げ節の記録・保存に向けて
戦国時代から銀が採掘されていた「石見銀山」は、昭和18年

（1943）の大洪水により閉山し、400年の幕を閉じます。
その後、石見銀山は昭和44年（1969）４月に国の史跡指定を
受けます。その際に由緒ある坑内唄を史跡とともに後世に残すた
めに踊りの振付が新たに考案されました。それが、「石見銀山捲
上げ節」の原形です。
この踊りは、公益社団法人日本フォークダンス連盟「ふる里の
民踊」に島根県で初めて認定された価値ある踊りです。しかし、
近年は、音源や動画が確認されず、これまで伝承された踊りが
途絶える危機に直面していました。
そこで、世界遺産である石見銀山に伝承されている労作唄と踊
りを記録保存し、後世に伝えたいと考え「石見銀山捲上げ節」
の復活に着手しました。　
令和５年（2023）７月、地元大森町の有志の皆さん、30歳代
の若い世代から最高齢97歳まで15名の皆さんにご協力いただき
伝承されてきた踊りを収録しました。そして、このパンフレットや
DVD等を製作しました。
この活動をきっかけとして、地元大田市の皆さまをはじめ、未
来を担う子どもたちにも踊っていただき、石見銀山の歴史と文化
を感じながら、ふるさと大田市に誇りと愛着をもっていただけたら
幸いです。
　　令和５年10月 吉日

島根県立大学短期大学部長　梶谷 朱美
（保育学科教授・ダンス教育学）

歴
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景
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、
石
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、
世
界
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で
す
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